
セキュリティー対策
中 小 企 業 の
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普
及
進
む
ク
ラ
ウ
ド

広
が
る
活
用
領
域

安
全
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す
る


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ポ
イ
ン
ト

ク
ラ
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サ
ー
ビ
ス
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全
利
用

の
す
す
め

ほ地振

　
中
小
企
業
白
書
に
よ
る

と
、
Ｉ
Ｔ
投
資
を
行
っ
て

い
る
企
業
と
行
っ
て
い
な

い
企
業
で
は
、
直
近
３
年

間
の
平
均
売
上
高
、
売
上

高
経
常
利
益
率
共
に
、
Ｉ

Ｔ
投
資
を
行
っ
て
い
る
企

業
の
方
が
高
い
水
準
と
な

っ
て
い
る
。
人
手
不
足
や

取
引
形
態
の
変
容
な
ど
の

課
題
を
克
服
し
、
売
り
上

げ
拡
大
と
費
用
削
減
を
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、
Ｉ

Ｔ
の
利
活
用
が
重
要
で
あ

る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
従
来
、
Ｉ
Ｔ
投
資
と
い

え
ば
、
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
・

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
と
い
っ
た

投
資
コ
ス
ト
が
か
か
る
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
も
の
で
あ

っ
た
が
、
最
近
は
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
が
普
及
し
、

比
較
的
低
コ
ス
ト
で
Ｉ
Ｔ

を
導
入
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
に
は
、
社
内
の
情
報

活
用
の
活
発
化
、
リ
ス
ク

対
応
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
合

理
化
・
意
思
決
定
の
迅
速

化
、
営
業
力
・
販
売
力
の

強
化
、
利
益
率
・
生
産
性

の
向
上
と
い
っ
た
効
果
も

期
待
す
る
こ
と
が
で
き

る
。現
在
は
、情
報
共
有
、

財
務
・
会
計
、
人
事
・
給

与
と
い
っ
た
バ
ッ
ク
オ
フ

ィ
ス
分
野
で
利
用
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
が
、今
後
は
、

販
売
、
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ

ー
ト
と
い
っ
た
企
業
の
付

加
価
値
向
上
に
つ
な
が
る

業
務
領
域
で
利
用
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
稼
ぐ
力
を

向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

　
一
方
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
す
る
と
、
職

場
で
の
Ｉ
Ｔ
の
利
用
方
法

や
デ
ー
タ
の
保
管
方
法
、

業
務
間
の
デ
ー
タ
連
携
の

方
法
な
ど
に
影
響
を
受
け

る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の

た
め
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

の
導
入
の
前
に
は
、
調
査

や
準
備
を
十
分
実
施
し
、

効
果
的
に
利
用
で
き
る
条

件
を
整
え
て
、
安
全
か
つ

有
効
に
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
ほ
し
い
。

　
独
立
行
政
法
人
情
報
処

理
推
進
機
構
が
提
供
し
て

い
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
安
全
利

用
の
す
す
め
」（https://w

ww.ipa.go.jp/security/clo
ud/cloud_sinsai_R1.html

）
で
は
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
を
安
全
に
利
用
す
る

た
め
に
、
次
の
通
り

の

確
認
項
目
を
挙
げ
て
い
る

の
で
確
認
し
て
ほ
し
い
。

□

□

（
利
用
範
囲
）

①
利
用
範
囲
の
明
確
化

　
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
で

ど
の
業
務
、
ど
の
情
報
を

扱
う
か
を
検
討
し
、
業
務

の
切
り
分
け
や
運
用
ル
ー

ル
の
設
定
を
行
い
ま
し
た

か
？

②
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
と
コ

ス
ト

　
業
務
に
合
う
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
を
選
定
し
、
コ

ス
ト
に
つ
い
て
確
認
し
ま

し
た
か
？

③
扱
う
情
報
の
重
要
度

　
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
で

取
り
扱
う
情
報
の
管
理
レ

ベ
ル
に
つ
い
て
確
認
し
ま

し
た
か
？

④
ポ
リ
シ
ー
や
ル

ー
ル
と
の
整
合
性

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
上
の
ル
ー
ル
と

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
の
活
用
の
間
に

矛
盾
や
不
一
致
が

生
じ
ま
せ
ん
か
？

（
利
用
準
備
）

⑤
利
用
管
理
担
当
者

　
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の

特
性
を
理
解
し
た
利
用
管

理
担
当
者
を
社
内
に
確
保

し
ま
し
た
か
？

⑥
ユ
ー
ザ
ー
管
理

　
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の

ユ
ー
ザ
ー
に
つ
い
て
適
切

に
管
理
で
き
ま
す
か
？

⑦
パ
ス
ワ
ー
ド

　
パ
ス
ワ
ー
ド
の
適
切
な

設
定
・
管
理
は
実
施
で
き

ま
す
か
？

⑧
デ
ー
タ
の
複
製

　
サ
ー
ビ
ス
停
止
な
ど
に

備
え
て
、
重
要
情
報
を
手

元
に
確
保
し
て
必
要
な
と

き
に
使
え
る
た
め
の
備
え

は
あ
り
ま
す
か
？

（
提
供
条
件
）

⑨
事
業
者
の
信
頼
性

　
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
事
業
者
は
信
頼

で
き
る
事
業
者
で
す
か
？

⑩
サ
ー
ビ
ス
の
信
頼
性

　
サ
ー
ビ
ス
の
稼
働
率
、

障
害
発
生
頻
度
、
障
害
時

の
回
復
目
標
時
間
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
は
示
さ

れ
て
い
ま
す
か
？

⑪
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

　
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
に

お
け
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策
が
具
体
的
に
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
か
？

⑫
利
用
者
サ
ポ
ー
ト

　
サ
ー
ビ
ス
の
使
い
方
が

分
か
ら
な
い
と
き
の
支
援

（
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
や
Ｆ
Ａ

Ｑ
）
は
提
供
さ
れ
て
い
ま

す
か
？

⑬
利
用
終
了
時
の
デ
ー
タ

の
確
保

　
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
終

了
し
た
と
き
の
、
デ
ー
タ

の
取
り
扱
い
条
件
に
つ
い

て
確
認
し
て
い
ま
す
か
？

⑭
契
約
条
件
の
確
認

　
一
般
的
契
約
条
件
の
各

項
目
に
つ
い
て
確
認
し
て

い
ま
す
か
？

□

□

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
安
全
利
用

の
す
す
め
」
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
多
く
の
中
小
企

業
が
、
ク
ラ
ウ
ド
を
正
し

く
安
全
に
利
用
し
、
Ｉ
Ｔ

利
活
用
の
効
果
を
経
営
に

生
か
し
、
ま
た
Ｉ
Ｔ
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
実
現
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
す
る
。

（
独
立
行
政
法
人
情
報
処

理
推
進
機
構
・
江
島
将
和
）


